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学位論文要旨
本論文は、日本の医療保障体制の形成と展開を主要な分析対象に、日本と中国の比較も視野におさ
めながら、医療の社会化と公共性について理論的。実証的に分析することを課題としている。
現代社会において、医療サービスは日常生活に直結している。しかし国民が求める医療と実際の受
けることができる医療との間には、相当なギャップがあることの事実である。国民の問で早くから医
療運動が登場し､今日まで一貫して転化されている背景には、こうした事情がある。政府サイドから
も繰り返し「医療改革」と称して医療政策の調整が行われてきたが、国民とのギャップは埋まらない
どころか、一層大きくなっている。
医療は、近代社会以前は、個別的、分離的な形態で提供と利用が行われてきた。近代社会になると、
医療は、国家の介入によって、社会的な規模で、組織的に行われるようになった。いわゆる社会保険
の登場である。この背景には、労働コストを社会保険という形態で共同化し社会コストとすることに
よって節約しようとする産業資本の意図があった。社会制度からみると、この転換は、医療の「社会
化」の発端ということができる。現代社会になると、さらに、このような社会コストを社会資本とし
て位置付け、社会的共同消費手段として医療を一層「社会化」する動きが強まってきた。こうしたこ
の社会経済的な現象によって、医療サービスの利用と提供は、国民生活全体に関わる医療保障という
性格をもつに至った。
本論文では、中国における医療の実態を念頭におきながら、直接には日本の医療の社会化について
分析する。具体的には、主として二つの方向から戦後の日本医療保障体制の形成と展開、およびその
公共性の構造を分析する。その－つは、社会制度の側面から、政策、法律、規制、体制などをとりあ
げる。もうひとつは、社会運動の側面から、その理論、思想、そして組織と活動を分析する。そして、
両者の相互関係を歴史的に検討する。こうした方法によって医療の社会化を分析するのは、社会化の
実態をたえず「公共Ｉ性」と結びつけて評価するという本論文の分析視角によるものである。
本論文では、社会化と対立する概念として、市場化を置いている。そしてこの二つの概念を基軸に
して、戦後日本の医療史を整理し、医療社会化の新たな視点を提起しようとするものである。
医療の社会化は、直接には、「自由診療」から社会性をもつ医療制度への転換をさすが、その内容
は固定的なものではなく、社会経済の変化にともなって変容を続けていく。現代社会では、医療の社
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会化は、国民の医療保障を確立する社会制度の整備と拡充をその中心的な内容としている。その核心
内容は、国民の医療を受ける権利が確立され、それを保障する国家の医療に対する「公的責任」が明
確化されることにある。とはいえ､現代社会においては､医療の社会化は､けっして医療の社会的所有、
具体的には医療の国有化を唯一の形態とするものではない。それと並んで、様々な社会的経済組織を
通じた社会化も存在する。医療社会化に関わる組織の所有形態の多様化が進んでいるもとでは、その
社会化がもたらす公共性を国民が医療保障の側面から具体的に評価し判断することが決定的な意味を
もつようになる。社会化と公共』性を一体的に分析する意義はこの点にある。
本論文では、また、医療の市場化と対比させつつ、医療の社会化の定義、内容、範囲を検討する。
現代社会における医療の社会化と公共性についての検証は、２つの点から行われる。ひとつは、国家
の役割と限界、医療の営利化、産業化、企業化の範囲、医療の市場化の現象とその問題点の分析であ
る。もうひとつは、戦後日本と現代中国の医療保障の歴史と現状の分析である。具体的には、日本に
おける医療の社会化をめぐる議論と運動と政策の分析および中国の医療制度の社会化と公共性の視点
からの分析である。
本論文は、序章と終章及び本編の７つの章から構成される。序章は、医療の社会化とその公共'性
に関する概念。視点と先行する理論研究を取り上げる。終章は、医療の医療社会化の概念と内容構成
を､歴史の事実と経験を踏まえて社会経済学の角度から総括する。ここでいう社会経済学の角度とは、
具体的には､①医療の社会化を現代市場経済運営の下での国民生活再生産と人権との関連でとらえる、
②医療の社会化を貧困、健康の問題との関連でとらえる、③医療サービスの生産、交換、分配、消費
の特徴を医療経営における非営利性と公共’性との関連でとらえる、以上である。
論文の第１部は、戦後日本の医療社会化の運動。理論そして制度変化などを分析する。第１章は、
医療社会化と社会運動の関係を視野に置いて、戦前日本の医療の社会制度とその変質を分析する。第
２章は、医療制度と戦後改革の関係を、医療に関する法律など「社会的規制」の成立と経緯を中心に
分析する。そして戦後医療改革の成果としての公的医療機関を通じた医療の社会的生産に注目し、公
共性からみた医療における社会資源の構成について検討する。第３章は日本高度成長期に確立され
た「皆保険」制度を分析する。この章では、戦前と戦後の医療の社会化方式の転換とその意味を公共
Ｉ性の側面から検討する。そして「皆保険」制度の意義と限界を、公共領域における国家の役割と限界
と関連させて解明する。第４章は、日本の医療社会化と地域医療や社会運動との関連について、地
域医療に関する戦後の理論と政策、医療社会化に関する論争と理論などの分析を通じて明らかにす
る。第５章は､高度成長の終焉から７０年代後半の日本型福祉社会への転換､特に１９８０年代の「臨調」
のもとでの福祉。医療の転換をあとづけながら、医療サービスと医療経済の関係、特に公共'性と市場
化。営利化の対立をめぐる具体的な事情を分析する。第６章は、日本の医療社会化運動と協同医療
組織との関係について、健康権の確立をめぐる医療の民主化の動きと社会的経済組織の成長、それら
が提起する医療社会化の新たな理論について分析する。
本論文は、全体として、現代社会の医療保障における営利化。企業化が、国民医療保険体制の空洞
化の引き起こす危険'性を明らかにするとともに、医療サービスにおける公共性の実現のための新たな
可能性を、様々な社会的経済組織。準市場。社会規制などの分析を通じて探っている。
本論文は、最後の部分において、現代中国の医療保障制度の成立と展開を分析している。第７章
は、現代中国の上海医療事情を中心に中国における医療保障の形成、展開、転換などを分析し、従来
の社会主義医療保障の理念、形式、内容を明らかにし、中国の社会主義型の医療保障モデルを整理す
るとともに、このモデルのもつ合理』性と内在的な矛盾、そしてその転換の必要性などを検討する。第
７章ではさらに、改革以来の中国医療制度と医療保障制度の変化を辿り、中国の「医療改革」を分析
する。特にこの改革が掲げる医療政策と市場経済への転換との関わりとその国民医療への影響につい
て解明する。
本論文は､修士論文「日中両国の医療保障の比較研究一日本の高度成長期の「皆保険」と現代中国
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の医療保障改革を中心に」で分析した内容を踏まえて、戦後日本における医療保障の形成そして展開
について、「医療の社会化」という視点から新たな分析を試みようとするものである。
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論文審査結果の要旨
本論文は、日本の医療システムの形成と展開を主要な分析対象に医療の社会化と公共性について分
析し、医療保障の構造的な把握への新たな視点を提起しようとするものである。同時に、この分析を
通じて日本の医療システムの形成と展開が現代中国の医療システムのあり方に何を示唆しているかを
考察し、変革期にある中国医療システムへの展望を探ることをも意図した論文である。
本論文のベースにある問題意識は、医療が人間の生存にもつ特別な意味合いを背景に、その利用・
提供を私的な営みとしてではなく何らかの社会制度に組み入れていく方向が追求され、いずれの国に
おいても社会保障制度の一貫として医療保障が位置づけられてきたが、社会制度としての医療システ
ムの整備が即座に国民の医療を受ける権利を実質的に保障することを意味するものではなく、両者の
間には絶えずギャップが存在してきたこと、このギャップを生み出す医療システム内部の要因とそれ
を埋めようとする動きおよびその背後にある理論。思想を全体として視野に収めることが医療保障の
動態的な分析には不可欠であること、かかる構造的な分析を通してこそ医療システムの有効な各国間
比較と各国の歴史的な経験がもつ意義を正確に確定できること、かかる角度から日本の経験が中国に
とってもつ意味を問い直してみる必要があること、以上である。
本論文は、以上の問題意識から、戦前。戦後の日本で医療システムのあり方をめぐって展開されて
きた「医療の社会化」論および戦後中国における国営医療システムとその実態に注目し、それらの検
討から、医療の社会制度への組み入れを「医療の社会化」として、医療の実質的な権利保障を「医療
の公共性」としてそれぞれ概念整理を行い、この２つの概念を軸に戦後日本と中国の医療システムを
分析することによって、これらの概念を理論的かつ実証的に深める手法を用いている。
論文は、全体で９つの章から構成されている。序章では、上記の概念及び先行研究の整理を行ない、
｢医療の社会化」研究の到達点を示す佐口卓氏の研究においてもその実質的な権利保障の水準をみる
視点が十分でなく、「医療の社会化」研究の新たな展開のためにも医療の公共性の視点を組み入れる
ことが不可欠であることを提起している。第１章から第５章は、戦前。戦後の日本医療システムの形
成と展開の過程を、医療の社会化と公共性を軸に実証的に分析している。
第１章では、戦前は医療社会化が進められたもの、国家統制による社会化は戦争遂行への手段とし
て位置づけられたことから権利制限的な'性格を色濃く持ち、社会化を変質させたこと、それに対抗し
て展開された実費診療運動をはじめとする「医療社会化」運動は、結果的には戦時下の医療政策へ統
合され十分な役割は発揮し得なかったものの、国民生活における貧困と疾病の関係に注目し医療の非
営利性と医療を受ける権利の実質的な保障を求めるその理論と思想は戦後の医療保障運動の基礎を築
いたことを明らかにしている。第２章では、戦後改革のもとで進められた医療システムの改革は、憲
法による健康権の明確化、医療保険制度の整備、医療の非営利性とそれを担保する「公的規制」の確
立など公共性を実現するための重要な基礎を築いたものの、地方で医療に対する官僚統制の余地の拡
大､私的医療機関依存への傾斜など新たな限界も生じたことを明らかにしている。第３章は､国民「皆
保険」体制への移行過程を分析し､全国民を対象とし国庫負担の制度化を組み込んだ「皆保険」によっ
て医療社会化は著しい進展を示したこと、とはいえ国家主導による推進と成長政策優先の政策基調に
規定されて、制度間格差の温存、医師会の強力な影響力と厚生省。医師会の特異な関係のものでの自
由開業医制の維持など、権利保障の実質的な進展の面で課題を残したことを明らかにしている。第４
章は、１９７０年代における地域医療の変容を背景に登場した一方での革新自治体による老人医療無料
化、医療生活協同組合による住民主体の医療への営みなど医療の公共'性を進める新たな動きと、他方
での私的医療機関による弊害を医療の公営化によって克服しようとする「医療社会化」の新たな提起、
そしてそれをめぐる論争を取り上げ、国家責任による「皆保険」政策の限界が生み出したこれらの動
きが、医療の公共性の実現にとって国家責任の遂行が決定的な役割を持っていることがあらためて示
されたと同時に、医療の公共'性の実現する具体的に形態としては直接的な国家管理が唯一の方法では
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なく、むしろ多様な形態のもとでその実質的な権利保障を実現する「公的規制」が重要な意味を持つ
ことが浮き彫りにされたとの分析を行なっている。第５章は、１９８０年代以降の医療政策の新たな展
開を取り上げ、医療における自己負担の引き上げ、医療の産業政策からの位置づけと医療産業の育成、
規制緩和による企業参入の検討など全体として医療の市場化と営利化を進めるものと特徴づけ、そう
した動きは負担能力による医療の格差を拡大し医療の社会的な性格を歪めることによって「皆保険」
の空洞化をもたらす方向であり、医療の社会化の変質と公共性の後退をもたらすことにならざるを得
ないことを明らかにしている。
第６章は、第４章で触れた医療協同組合についてあらためて取り上げ、その理念と活動にみられる
参加型の医療は、患者の権利の実現を第一義とし、医師と患者の民主主義的な関係をめざす非営利の
活動である点で、医療の社会化と公共性の新たな発展の可能性を示しているとの評価を与えている。
第７章は、現代中国の医療システムの形成と社会化を分析したうえで、日本との比較を行ない、そ
のうえで、日本の医療が中国の医療制度改革に示唆する点を明らかにしている。具体的には、中国の
医療社会化としての国営医療の確立は権利保障の点では多くの限界を持ってきたこと、その後の改革
開放政策による医療制度の転換によって権利保障の面で後退が生まれていると同時に現在進められて
いる医療保障改革は、営利化。市場化への規制が弱く新たな問題を生む可能性があること、また農村
医療の社会化には都市部とは異なる方式が求められていること、日本の戦後医療システムの形成と展
開から、皆保険の確立、健康権思想と権利保障のための民主主義的な制度の確立、財政制度の完備と
医療保障財源の整備、農村における協同組合方式による医療社会化の可能性の追求などを中国への示
唆として整理できることを指摘している。
終章では、医療社会化の将来を展望し、医療の社会化は現下の医療の市場化を超える内容を備える
必要があること、そのためのポイントは非営利性、機会の均等、住民参加の確保にあること、高齢化
への対応が重要な課題となること、グローバリゼーションの進展のもとでは、医療など公共的な領域
への国際的な規制が求められることを提起している。
本論文は、以下の点で積極的な意義をもっている。第一は、医療の社会化と公共性を軸に、一貫し
た視点で戦前。戦後の医療システム形成と展開を実証的に分析し、それぞれの時期における医療の制
度的な展開とその実質的な権利保障のズレ及びそれを生み出す要因を包括的に明らかにし、日本にお
ける医療システムの分析と評価に新たな視点を提示したことである。第二は、医療の社会化と公共'性
を軸に医療システムを分析することによって、医療における理念、制度、政策、運動を相互に関連づ
けた分析を行ない､医療システムの構造的な把握と動態的な分析のための方法を提起したことである。
第三は、医療の社会化の多様な形態の可能'性とそのもとで公共性を実現していくための条件と体制に
ついて明らかにしたこと、その視点から医療協同組合に新たな分析の視点を提供したことである。第
四は、医療システムをはじめ社会保障制度の国際比較及び各国の歴史的な経験のもつ意義を評価する
際の方法と視点を示すことによって、単なる制度比較に止まらない各国間の社会保障比較分析を進め
ていくうえでの手がかりを提供したことである。
審査委員会による審査および論文検討会では、医療の社会化と公共性、市場化の概念整理及びそれ
ら相互の関連についてなお深めるべき余地があること等の指摘があった。審査委員会は、この点を含
めなお詰めるべき論点はいくつか残されているものの、本論文は全体として「博士（経済学)」の水
準に達しているものと判断し、全員一致で「合格」と判定した。
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